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１．研究計画の概要 
リー群をホモトピー的側面から研究する．特
にリー群Ｇの連続自己写像を主に研究する： 
(1) Ｇの自己連続写像のホモトピー類群

H(G)の解析． 
(2) Ｇの連続自己写像全体のなす位相空間

map(G,G)のホモトピー群の計算． 
(3) Ｇの自己ホモトピー同値写像のホモトピ

ー類群 E(G)と関連する群の計算． 
(4) 単連結単純リー群の圏から群の圏への関

手 H, E が忠実であるか否か，否の場合
にはその度合いを決定する． 

 
２．研究の進捗状況 
上記番号に合わせる： 
(1) Ｇの階数が低い場合，Ｇの細胞構造から

誘導されるプッペの完全系列を用いて
H(G)の群構造を，群拡大を除いて，まず
決定し,次いで戸田ブラケットその他の
道具を用いて群拡大を決定し，結果とし
て H(G)を完全に決めることが出来た．一
般の単純群Gに対しては同じ手法は使え
そうになく難しい．低階数の場合の成功
例は代表者により提唱された次の予想を
支える情報である．予想：単純リー群 G
に対し H(G)のべき零指数は G の階数以
上である．この「予想」の証明が本研究
の大きな目標の一つであるが，目途は未
だたっていない． 

(2) map(G,G)の n 次ホモトピー群は,n=0 な
らば(1)の対象 H(G)である．階数２の例
外リー群Ｇ2 について n=1 の場合が決定
できた．また SU(3), Sp(2)などについて
n<12 まで計算が済んだ．これらのうち，
n<9 までの結果と G2の n=1 の結果は雑

誌に公表した．SU(3), Sp(2)の n=9,10,11
の結果は印刷待ちである．手法は(1)と同
様にＧの細胞構造とプッペ完全列を用い，
また,いくつかのリー群の関係するファ
イブレーションの誘導する完全系列も用
いた． 

(3) 単連結なＧに対しては研究代表者を含む
多くの研究者により見るべき結果が得ら
れてきた．非単連結の場合は問題が難し
く，わずかな結果しか知られていなかっ
たが，本研究において SO(4)に対し満足
すべき結果を得た．すなわち，まずホモ
トピー群の恒等写像を誘導する元全体か
らなる群 E#(SO(4))を完全に記述し，次に
商群 E(SO(4))/E#(SO(4))を初等的な群論
の手法により決定し，結果，E(SO(4))を
群拡大を除いて決定した． 

(4) 各Ｇ毎に H(G)や E(G)の大雑把な性質を
調べているが，未だ最終的な結果を得る
には至っていない． 

 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている．上記(2)については順調
に進展し，これからも結果を得られる見込み
であるが，他はどれも予想以上に問題が難し
いことが判明した． 
 
４．今後の研究の推進方策 
(2)については色々な G について計算を続行
する．(4)については有理化により差別化でき
るものを数え上げ，差別化できないものにつ
いては個別のＧ毎に種々のファイブレーシ
ョンやコファイブレーションを用いる等の
方策を考える．(1),(3)についても同様である． 
 



５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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